
資料2　富戸地区の津波対策（対応策の抽出（具体化）と優先順位づけ）

短期的対策（２～３年） 中期的対策（１０年以内） 長期的対策 備考

護岸かさ上げ ・レベル１津波による、住居地区への浸水はないことが ・レベル1津波による浸水被害を防ぐ

　想定されている。 　ための護岸整備（かさ上げ）は実施

　しない（必要ない）。

避難場所 ・広域避難場所

　　漁港北側　→　富戸小学校

　　漁港南側　→　伊東高校城ヶ崎分校、対島中学校

・広域避難場所を補完する一時避難所の開設 ・広域避難場所を補完する指定避難所

　は、災害の規模により開設する。

避難路 ・富戸漁港から3か所の階段 ・富戸漁港から3か所の階段

　→崩れて利用できなくならないか

　→逃げ道が狭い

　→落石の恐れ

・避難用階段の整備（西町） ・避難用階段の整備（西町） ・公道であれば可能

・県道（伊東川奈八幡野線）のがけ崩れが危険 ・道路防災事業での対応を検討 ・地震・津波の際の避難路には不向き

・避難路の安全対策 ・避難路の安全対策 ・公道であれば可能

避難路 ・避難路の表示 ・避難路の表示

（表示） 　　→避難する方向がわかるようにする

・海抜表示の増設 ・海抜表示の増設

避難路 ・照明灯の設置（ソーラー式） ・照明灯の設置（ソーラー式） ・街灯の設置及び管理は区（町内）で

（照明） ・各避難所へ行くための誘導灯 ・各避難所へ行くための誘導灯 　行っている。魅力あるまちづくり事

　業補助金（市政戦略課）で防犯灯と

　して設置することにより補助対象と

　なる。

情報連絡 ・津波ハザードマップの配布 ・津波ハザードマップの配布

（防災情報） ・自主防災会ごとの津波避難行動計画作成 ・自主防災会ごとの津波避難行動計画

　作成

・避難路マップの作成 ・避難路マップの作成

観光客対策 ・避難路の表示 ・避難路の表示

　　→観光客等にわかるような表示

・海水浴客（ぼら納屋、伊豆海洋公園等）の対策 ・海水浴客（ぼら納屋、伊豆海洋公園

　等）の対策

災害弱者対策 ・災害時要援護者避難支援計画の作成 ・災害時要援護者避難支援計画の作成

その他 ・シェルター設置（西町） ・シェルター設置（西町）
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